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第１学年 

生活科 

あきとなかよし（しぜんとなかよし） 

 平成 29年 10月 25日（水） 第５校時 

杉並区立西田小学校 第１学年 118名 

授業者／  

 

 単元目標                             

・身近な自然（落ち葉、木の実、枯れ枝など）と五感を使ってかかわり、季節の変化に気付くことがで 

きる。 

・学校及び学区域を探検しながら、生き物や植物などの自然を媒介に、友達と関わることで、コミュ

ニケーション能力の素地を養う。 

・身近な自然（落ち葉、木の実、枯れ枝など）を利用した作品の作り方や、遊び方の工夫を発表し共

有することを通じて、感じ方、考え方の違いや、お互いの良さ、共通点に気付くことができる。 

 評価規準（教科等）                            

● 身近な自然に関心をもち、自分からすすんで関わろうとしたり、みんなで遊びを楽しんだりしよう

としている。 

● 身近な自然を使って遊びを工夫したり、遊びに使うものを工夫して作ったりする活動を通し、遊

びの面白さや自然の不思議さに気付くことができる。 

● 身近な自然を使って遊び方を工夫したり、遊びに使う物を作ったりしている。 

 児童の実態                             

 入学からこれまでの間、大きなトラブルもなく、全体として比較的落ち着いて学習や行動をすること

ができる児童である。また、低学年らしく、どの学習に対しても、積極的に取り組もうとする意欲も高

い。生活面に目を転じると、児童館に遊びに行く子や、学童に通っている子はクラスを超えた交流が

あるようだ。しかし、休み時間の様子からは、頻繁にいろいろな友達と交流しているとまでは言えな

い。発達段階を考えると、全体的にまだまだ自分の気持ちを整理することや、感じたことを自分の言

葉でまとめ、相手にわかりすく伝えることは難しい。学級によって、児童の実態や学力・興味・関心の

方向性の違いがあり、配慮を要する児童もいる。また、自然に触れ合う経験や遊びを一から考える

経験は乏しく、おもちゃ作りや遊びの工夫にも教師からの助言や例示が必要であった。 

 単元観                             

子供たちは公園や神社など地域で守り継がれてきた豊かな自然とかかわり遊ぶことで、秋と触れ

合いながら、自分たちの生活と自然が関係していることを理解していく。また、自然（枯葉や落ち葉、

木の実など）を利用した楽しい遊びや工作を通じて、自然への親しみを深め、興味・関心を高めるこ

とができる。 

前年度を踏襲し、今年度もＮＰＯ法人オイスカの協力（積み木のシャワー）を仰ぎ、子供たちの学

びに火をつけた。五感を働かせて木材で遊ぶ活動を通じて、身近な自然について関心が高まった

ところで、自然を利用した工作や遊びの工夫につなげている。活動をする中で、自分の工夫したとこ

ろや創作物を友達同士で伝えあう態度を養うことができると考え、他クラスと交流する時間を設定し

た。また、その活動が新たな気づきや、さらなる工夫につながると考えられる。 

季節を軸とした学習として生活科を中心に据えながら、創造性を発揮できるものづくりの場面では図工

との関連も考えられる。遊び方を伝えたり、友達と協力して作業したりする場面はコミュニケーションをとる

必要性を生み、そのことは国語科の「話す・聞く」の基礎につながるのではないか。楽器を作っている児童

が演奏法の工夫や、一緒に演奏することに目を向けられるようにすることで音楽科との関係も見いだせる。

他教科との関連を見出したり、再確認したりしやすい ESD 向けの単元といえる。 

 

 評価規準                             

 

学習 
過程 観点 

評価規準 

１ 秋の森のよさに気付く ２ 友達と交流し、遊びをさらに工夫する 

体
験
す
る 

関心 
・ 

意欲 
・ 

態度 

➀檜の感触やにおいなどを味わうことを通して、自
然に興味をもち、すすんで遊ぼうとする。 

 
②木材（木の輪切り）を使って遊ぶ方法を考えよう
としている。 

 
➂➆➇遊びを工夫するための材料集めや秋探し
にすすんで取り組んでいる。 

⑫遊びの工夫やおもちゃ作りに楽しんで取り組んで
いる。 

 
⑮友達の考えた遊びやおもちゃ作りを楽しむことが
できる。 

 
 

気
付
く 

気付き 

➃落ち葉、木の実、枯れ枝などの感触、におい、
色など、いろいろな観点から身近な自然のよさ
に気付いている。 

 
➈身近な地域のよさや、もっと遊びを工夫できるこ
とに気付いている。 

 

⑫⑭友達と遊びやおもちゃを紹介し合い、感じ方や
考え方の違い、お互いのよさ、共通点などに気
付いている。 

 
 

考
え
る
・工
夫
す
る 

思考 
・ 

表現 

➄➉自然のものを使って遊びを工夫したり、おもち
ゃを作ったりすることができる。 

 
➅もっと工夫したいことや、そのために必要な材料
は何かを考えることができる。 

 
 

⑪学習に見通しをもち、やりたい遊びや作りたいお
もちゃの計画を立てることができる。 

 
⑫自然のものを使って遊びを工夫したり、おもちゃ
を作ったりすることができる。 

⑫自分や友達のよさを表現することができる。 
 
⑬⑭友達に自分の工夫や思いを伝えたり、友達の
と自分の考えの違いを比べながら（よさを考えな
がら）聞くことができる。 
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 本時の目標                                     
【発表グループ】 友達に自然を利用した作品や、遊びの工夫を紹介することができる。 

【聞くグループ】 友達の発表に興味・関心をもち、自分との違いを知ることができる。 

 

 教室内配置 ／ 学習シート ／ 留意点                      
  ≪教室内配置≫                            ≪学習シート≫ 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 評価規準と手立て                                   
              

            

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 評価規準と手立て                             

 

 

活動の目的を確認する 

★ 自然を利用した作品や、遊び方の工夫を発表しあい、交流へ関

心を高める。                                            

T： どれくらい秋と仲良しになったかを伝えあい、一緒にやりたいこと

や作りたいものを見つけよう。 

≪交流の仕方の説明≫ ※事前に各クラスで指導しておく。 

 各グループの持ち時間説明（１グループ２分程度） 

 発表のルールやマナーを確認する。 

 学習シートの書き方 

 

発表する／友達の発表を聞く 

Ｔ： 自分と違う秘密の方法で、秋と仲良しになったグループがいるか

もしれないね。しっかりと聞きましょう。 

★ グループごとに、友達に分かりやすく紹介する。 

★ 【前半】 発表をする…３組（会場） 発表を聞く…４組 

（ ⇩ 教室移動） 

【後半】 発表をする…４組（会場） 発表を聞く…３組 

★ 発表を聞く児童は、友達の発表を聞いて、学習シートの「☆」に〇

をつける（☆１つ～３つ）。 

T： もっと見てみたいものや、材料を知りたいものなどがあったら、友

達に聞いてみましょう。 

★ 自由な交流時間を設け、興味関心を膨らませる。 

 

今日の活動を振り返り次回の見通しを持つ 

Ｔ： 教えてもらいたくなったことはありましたか。 

Ｃ： A グループのどんぐりの迷路を作ってみたい。 

Ｃ： 葉っぱのお面は、きれいな色の葉っぱを使っていて、素敵だった。 

★ 次回はお互いに教えあって、もっと秋と仲良くなるということを伝え、

期待を抱かせ、関心を持続させる。 

（※ 学習シートの振り返り欄は次時に行う） 

本時の授業デザイン A（３・４組）（31 時間目 ／ 33 時間） 
 

① 

導
入 

おしえて！あきと なかよしに なるための ひみつの ほうほう 

⓶
展
開 

 

 

評
価
規
準 

手
立
て 

③ 

終
末 

自然とのかかわりを通して気付いたことを表現することができる。（発表側／思考・表現） 

 秋の自然を使い、工夫して作品に生かしている。 

友だちの発表を通じて、色や形などを生かしていることに気付く。（聞く側／気付き） 

 発表を聞き、秋の自然を使い、工夫していることに気付く。 

 

◎自然を遊びや作品に生かし、意欲的に発表につなげているグループ 

⇨友達の発表から、新たな視点が生まれる可能性を示唆し、自分が発表して終わりではないことを

伝える。 
 

〇自然を遊びや作品に生かせたものの、伝え方で悩んでいるグループ 

⇨友だちの伝え方から学び、次回に生かしていけることを伝える。 
 

△本時までに思うように活動が進まなかったグループ 

⇨難しかったことや、できなかったことを友達に伝え、友達から秋と仲良しになるコツ（情報）を収集

する場でもあると伝え、安心させる。 

 

➀おしえてあげよう！ 

おしえてあげたい ひみつ 

   くみ   グループ なまえ（         ） 

🍂  みつけた あきの ひみつ 

🍂  くわしく かこう 

はっぴょうで がんばったことや おもったことを  

かきましょう。 

                                                                         

                                                                              

                                                                         

おしえて！あきと なかよしに なるための ひみつの ほうほう 
➁おしえてもらったよ！ 

ほしに いろを ぬりましょう。（〇を つけても いいよ！） 

 たのしそう！ 
つくってみたい！ 

やってみたい！ 

くふうしている

ね！ 

A ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

B ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

C ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

D ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

E ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

F ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

G ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

ともだちの ひみつの すてきや はっけんを かきましょう。 

                                                                         

                                                                              

                                                                              

聞くグループ 
 発表者の方を向いて

座り、一つずつ発表を

聞く。 

発表グループ 
 予め自分のクラス

に発表する物を用

意しておく。 

 １グループずつ順に
発表していく。 

前時 
本時 

次時 
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 本時の目標                                           
友達のよさに気付き、自分の遊びやおもちゃ作りに生かしたり（体験する児童）、友達と協力し、作り方や工

夫を友達に伝えたりしながら（教える児童）、一緒に遊びやおもちゃ作りを楽しむことができる。 

 

 教室内配置 ／ 留意点                           
≪教室内配置≫                             ≪学習シート≫ 

  

                                           

 

 

 

 

  １組          ２組 

 

 

 

 

 

 

 評価規準と手立て                                         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習の流れ                            
 

 

 

 

T： 前回、隣のクラスの友達が作ったものを紹介してもらいましたね。 

C（１組）: 〇〇さんの作った飾りがすてきだった。 

C（１組）: どんぐりのゲームが面白そうだったから、僕も作ってみたい。 

T： では、今日は２組がお店やさん、１組がお客さんになって、一緒に遊びや

おもちゃ作りをしましょう。 

 

★２組： 各ブースにスタンバイする。 

★１組： やりたい遊びや作りたいおもちゃのお店をいくつか回る。 

C（２組）: 紙コップに穴を開けてから、毛糸と松ぼっくりをつけて、けん玉を作っ

たよ。 

C（２組）: もっと面白くなるように、点数をつけてみるのがおすすめだよ。 

C（１組）: 紙コップには、どうやって穴を開けたの。 

C（１組）: できた！遊んでみよう。 

C（１組）: 松ぼっくりの代わりに、木の枝をつけてみたらどうかな。 

２組の遊び・おもちゃの内容 及び グループ分け 

A まつぼっくりのあそび B どんぐりぐりぐり C どんぐりあそび D アクセサリー E あきのおちば 

けんだま 

とんとんずもう 

など 

どんぐりそろえ 

ゲーム 

パチンコ 

マラカス 

など 

ボーリング 

ころころゲーム 

やじろべえ 

３ならべ 

こま     など 

たからばこ 

ブローチ 

クリスマスツリー 

など 

かんむり 

しおり 

おえかき・しゃしんたて 

クリスマスリース 

カレンダー など 

 

T： 今日は友達と一緒に遊びやおもちゃ作りを楽しむことができましたか。感

想を発表しましょう。 

C（１組）: 友達が分かりやすく教えてくれたから、すてきなおもちゃができた。 

C（１組）: 今度は違うものもやってみたい。 

C（２組）: 教えるのが難しかったけれど、友達が喜んでくれて、うれしかった。 

T: カードに書きましょう。 

★２組： 教えるときの工夫やよかったこと・難しかったこと等を記入する。 

★１組： 友達のよかったところや自分が工夫したこと等を記入する。 

 

T： 次は１組がお店やさんになって、遊びやおもちゃ作りを楽しみましょう。  

 

 

 

友達の考えのよさに気付き、一緒に遊びを楽しむことができる。（関心・意欲・態度） 

自然の物を使った遊びやおもちゃ作りを教えたり教わったりする活動を通して、秋の素材のも

つ不思議さや面白さ、互いの考えのよさに気づき、自分のおもちゃ作りに生かす等、みんなで

遊びを楽しむことができる。 

② 

展
開 

① 

導
入 

③ 

終
末 

いっしょに あそびや おもちゃづくりを たのしもう。 

本時の授業デザイン B（１・２組）（32 時間目 ／ 33 時間） 

◎友達に分かりやすく教え、協力して活動を楽しむことができているグループ 

⇨遊びやおもちゃ作りをする中で、素材を生かした友達の工夫等、新たな気付きがあれば、互

いに共有し、さらに工夫できることがないか考えてみてもよいことを伝える。 

 

〇活動を楽しむことができているものの、秋の素材に目を向けていないグループ 

⇨どんぐりの形や葉っぱの色・感触等、秋の素材ならではの特徴を生かした遊び方をしている

児童に注目させ、その不思議さ・面白さを自分の遊びに生かすよう助言する。 

 

△教えることが難しく、活動が進まないグループ 

⇨提案者には、作り方を画用紙に書いておく等、視覚的に分かりやすくなるような手段や、簡

単な台本を予め用意させておく。体験者には、積極的に質問する等、互いに言葉を交わし

ながら活動するよう助言する。 

評
価
規
準 

手
立
て 

 
 
                A B 

C D 

 
 

                E F 

G 

材料は児童が各自で用意する。 

教師も用意しておき充実させる。 

最初と最後 

２組に集めて全体指導をする。 

各ブース 

 休み時間の間に用意しておく。 

 時間内で興味のあるブースを複数まわる。 

 

くみ   グループ なまえ（                  ） 

 

➀おしえてあげよう！ 

    がつ    にち （   ようび） 

いっしょにつくってみて、すてきや はっけんが あったかな。 

                                                                         

                                                                              

                                                                              

                                                                              

                                                                              

  

いっしょに あそびや おもちゃづくりを たのしもう ➁おしえてもらったよ！ 

    がつ    にち （   ようび） 

どのグループに いきましたか。（〇を つけましょう。） 

A  E  

B  F  

C  G  

D  E  

いっしょにつくってみて、すてきや はっけんが あったかな。 
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第１学年 

生活科 

あきとなかよし（しぜんとなかよし） 
単元計画 ／ 全 33 時間 

 平成 29年 10月 25日（水） 第５校時 

杉並区立西田小学校 第 1学年 118 名 

授業者／森野絵里奈、櫻井邦子、大山晋、瀬戸口泰博 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⓼⓼⓼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

学習活動①：ＯＩＳＣＡ主催「積み木のシャワー」プログラムで木と触
れ合う。（２時間） 

学習活動⓶：木材（木の枝の輪切り）を使って遊ぶ方法を考
える。（２時間） 
■手立て--------------------------------- 
「積み木で遊ぶ」から「身近にある全くの自然物を使った造形活動」への橋渡しとし
て、木材を与える。 

 
 
 

学習活動⓸：集めた材料を見合った

り、発見した「秋」を発表しあったりして、

身近な自然のよさに気付く。（１時間） 

 
 
 

学習活動⓹：集めた材料を使って遊びを工夫する方法を考え、おも

ちゃを作る等する。（２時間） 

学習活動⓺：もっと工夫したいことやそのために必要な材料、どうす

ればいろいろな材料を集めることができるかを考える。（１時間） 

 
 
 

学習活動⓷：松溪公園に行って、木

材を使って遊ぶための材料となる自然

物を集めたり、秋ならではの様子を見つ

けたりする。（１時間） 

１ 

秋
の
森
の
よ
さ
に
気
付
く 

考える・工夫する 

２ 

友
達
と
交
流
し
、
遊
び
を
さ
ら
に
工
夫
す
る 

 
 
 
学習活動⓻：地域にある、自然がたくさんありそうな場所（⓻田端神社、かりん広場、松溪公園、校庭など）
に行き、遊びやおもちゃの材料となる自然物を見つけたり、「秋」を見つけたりする。（２時間×２回） 

学習活動⓼：いろいろな秋の自然の遊びを体験する。（２時間×２回） 
■手立て----------------------------------------------------------------------------- 

➆田端神社・かりん広場では主にどんぐり・まつぼっくり・木の実、松溪公園や校庭では主に葉っぱなどに目を向けさせる。 

➇児童からのアイディアが乏しい場合、自然物を使ったいろいろな遊びやおもちゃ、それを紹介する本などを提示する。 

（例） けん玉、どんぐりごま、マラカス、数そろえゲーム、かざり（置き型）、かざり（壁面）、アクセサリーなど 

ものづくりにこだわらず、遊びの工夫にも目を向けさせるよう助言する。 

音のちがいや「落ち葉を踏むと楽しい」など、五感を使って楽しめるよう助言する。 

 
 
 

学習活動⑨： 
集めた材料を見合ったり、発見した「秋」
を発表しあったり、どんな遊びができそう
か見通しをもったりすることを通して、身

近にたくさんの自然があることや季節の
変化、さらに多様に遊びを工夫できるこ
とに気付く。（１時間×２回） 

 

 
 
 
学習活動⑪：これからの活動について
見通しをもつ。やりたい遊びや作りたい
おもちゃについて計画を立てる。 

（１時間） 
 

■手立て------------------------------ 

この後の活動に見通しをもたせ、相手を意識させるこ

とでよりよい工夫を考えさせる。 

 
 
 

学習活動⑫： 

 

活動を振り返り、友達のよかったところや自分の工夫などを言葉に表す。 
次にやってみたい遊びや作ってみたいおもちゃの計画を立てる。 

 

（２時間×２回） 

体験する/見合う/気付く/考える・工夫する ＋ 表現する 

 
 
 

学習活動⑬：隣のクラスの友達と遊びを紹介しあう準備をする。（２時

間） 

学習活動⑭：隣のクラスの友達と、作ったおもちゃや考えた遊びを紹介

しあい、友達（他のクラス）の発想のよさに気付く。（１時間） 
■手立て--------------------------------------------- 

「何を作ったか」を発表するだけにとどまらず、「遊び方」や「工夫したところ」を

伝えたり、紹介のしかたを工夫したりするよう助言する。 

 
 
 

学習活動⑮：友達の作ったおもちゃや

考えた遊びを体験したり作ってみたりす

る活動（ワークショップ[★]）を通し、遊び

をさらに工夫する方法を考える。 

（２時間） 

 
本時 
（１・２組） 

計画を立てる 

 
 
 

学習活動⓾： 
集めた材料を使って、さらに遊びやおも
ちゃを工夫する。（２時間×２回） 
■手立て----------------------------- 

 

 

 
 
 

学習活動⑯： 

「秋の展覧会」として作品を展示する。

（学習発表会と併せて？） 

表現する 

本時 
（３・４組） 

★ 「ワークショップ」のイメージ 

提案者 

 

体験者 

 

遊びを提案・作り方の指導 

作ってみながら工夫を提案 

双方向的なやりとり 

 
 
 

学習活動⓻～⓾を 

繰り返す 

 

■手立て---------------- 

公園などに繰り返し行くことによ

り、季節の変化に気付かせる。 

 

•友達のよさや自分のよ
さに気付く。

•さらに遊びやおもちゃを
工夫する。

•考えた遊びやおもちゃ
について、遊び方や工
夫などを紹介する。

•計画書をもとに、遊び
を考えたりおもちゃを作
ったりする。

体験
する

見合う

気付く考える
工夫
する

表現する 

気付く 体験する 学びに火をつける 

考える・工夫する 気付く 体験する 

楽しむ 表現する（発表側）／気付く（聞く側） 
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教科領域 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

国語 
 

 

算数 
 

 

生活 

遊びの工夫 

 

  

 

植物を育てる 

行事 
 

 

道徳 
 

 

音楽 
 

 

図工 

 

 

体育 
 

しらせたいな みせたいな 
てがみで しらせよう 

おおきな 
かず 

しぜんと なかよし 

あきと なかよし 
落ち葉・木の実を使った遊び 

秋の虫 など 

みんな なかよし ふゆと なかよし 
風を使った遊び 

影を使った遊び 

雪や氷を使った遊び など 

なつと なかよし 
水遊び 

しゃぼん玉遊び 

夏の虫 など 
★つみ木の 

シャワー 
（OISCA） 

はなを そだてよう 

あさがおを そだてよう あさがおの 
たねを あげよう 

きゅうこんから はなを 
そだてよう 

あさがおの リースを 
つくろう 

１年生を迎える会 
次の学年を迎える準備 

 

学習発表会 
工作 

 

就学時健診 
おみやげ作り 

 

遠足 
善福寺川緑地公園 

１年生を迎える会 
の合奏・演奏 

季節の折り紙（年間を通して） 季節の移り変わり 

次の学年を迎える準備 

 うつした 
かたちから 

 

くるくる  
まわして 

風車作り 

すなや つちと 
なかよし 

砂遊び・土遊び 

 

ＥＳＤカレンダー 

★木工・工作 

コンクール 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 


